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甲
午
歳
の
新
春
を
迎
え
、
謹

ん
で
賀
詞
を
言
上
し
、
心
か
ら

御
悦
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

昨
年
は
、
檀
信
徒
の
皆
様
よ

り
、
當
山
の
護
持
興
隆
の
為
や

宗
祖
御
降
誕
八
〇
〇
年
慶
讃

記
念
事
業
な
ど
の
ご
報
恩
ご

浄
財
喜
捨
に
よ
っ
て
、
昨
秋
、

第
一
期
事
業
（
慶
讃
事
業
委
員

会
よ
り
事
業
報
告
詳
細
は
別

紙
）
が
完
了
し
、
新
年
を
迎
え

皆
様
方
の
一
層
の
ご
支
援
を

頂
き
、
早
速
、
第
二
期
工
事
に

は
い
り
そ
の
完
遂
に
向
か
い

た
い
と
存
じ
ま
す
。 

ま
た
、
順
忠
院
日
貫
上
人

の
内
室
坊
守
「
順
教
院
日
英
法

尼 

花
田
英
」
霊
位
の
第
壱
周

忌
法
要
で
の
ご
厚
志
を
賜
り
、

又
、
諸
行
事
の
ご
奉
仕
な
ど
、

種
々
の
高
配
に
対
し
心
か
ら

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

   

さ
て
、
元
旦
に
は
、
「
明

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
言
上
申
し
上
げ
る

こ
と
は
、
年
が
明
け
歳
徳
神
さ

ま
を
迎
え
る
祝
福
の
祈
り
の

言
葉
で
あ
り
、
福
徳
を
司
る
諸

天
善
神
へ
感
謝
の
心
を
捧
げ
、

心
か
ら
歳
神
さ
ま
を
お
迎
え

し
た
こ
と
を
喜
び
分
か
ち
合

う
祝
日
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

正
月
は
、
日
本
の
伝
統
的
な

様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
、
一

妙教寺だより 第 36号 
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妙
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寺

第

七
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元
寇
園
教
会
第
五
世 

順
信
院
日
薫 

荒 

木 

英 

知 

お
正
月
会
の
宗
祖
の
遺
訓 

正
月
は
妙
の
一
字
の
祭
り 
「
先
ず
五
節
供
の
次
第
を
案
ず

る
に
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
の
次

第
の
祭
な
り
、
正
月
は
妙
の
一
字

の
ま
つ
り
天
照
太
神
を
歳
の
神
と

す
、
三
月
三
日
は
法
の
一
字
の
ま

つ
り
な
り
辰
を
以
て
神
と
す
、
五

月
五
日
は
蓮
の
一
字
の
ま
つ
り
な

り
午
を
以
て
神
と
す
、
七
月
七

日
は
華
の
一
字
の
祭
な
り
申
を

以
て
神
と
す
、
九
月
九
日
は
経

の
一
字
の
ま
つ
り
戌
を
以
て
神
と

す
、
此
く
の
如
く
心
得
て
南
無

妙
法
蓮
華
経
と
唱
へ
さ
せ
給
へ

現
世
安
穏
後
生
善
処
疑
な
か 

 

る
べ
し
、
法
華
経
の
行
者
を
ば
一

切
の
諸
天
・不
退
に
守
護
す
べ
き

経
文
分
明
な
り
」 

 
 
 
 

秋
元
殿
御
返
事 
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年
中
で
最
も
意
義
深
い
慶

日
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

私
た
ち
の
生
活
の
中
に
、
日

本
の
暦
の
一
つ
で
「
五
つ
の
節

句
」
と
ゆ
う
伝
統
的
な
年
中
行

事
を
行
う
季
節
の
節
目
と
な

る
日
で
、
人じ

ん

日じ

つ

「
七
草
」・
上
巳

じ

ょ

う

し

「
桃
の
節
句
」
・
端
午

た

ん

ご

「
端
午

の
節
句
」
・
七
夕

し

ち

せ

き

「
七
夕
祭

り
」・
重
陽

ち
ょ
う
よ
う

「
菊
の
節
句
」）
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
季
節
の
節
目

に
身
の
け
が
れ
や
邪
気
を
祓

う
大
切
な
行
事
で
し
た
。 

         

日

蓮

大

聖

人

さ

ま

が

、

「
五
節
供
の
次
第
を
案
ず

る
に
、
妙
法
蓮
華
経
の
五
字

の
次
第
の
祭
り
な
り
。
正
月

は
「
妙
」
の
一
字
の
祭
り
、
三

月
三
日
は
「
法
」
の
一
字
の
祭

り
、
五
月
五
日
は
「
蓮
」
の
一

字
の
祭
り
、
七
月
七
日
は
「
華
」

の
一
字
の
祭
り
、
九
月
九
日
は

「
経
」
の
一
字
の
祭
り
で
あ
る

と
垂
示
さ
れ
ま
す
。 

正
月
は
妙
の
一
字
の
ま

つ
り
と
五
節
供
の
次
第
が
、
妙

法
蓮
華
経
の
五
字
の
次
第
の

祭
り
で
あ
る
こ
と
を
明
示
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
蓮
宗
妙

教
寺
の
聖
徒
と
し
て
正
月
元

旦
の
祈
り
を
言
上
す
る
意

義
は
大
変
深
く
、
祖
師
も

「
正
月
を
も
て
な
す
人
は

徳
も
ま
さ
り
人
に
も
愛
せ

ら
れ
候
な
り
」
と
云
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
御
本
尊
さ
ま

や
日
蓮
大
聖
人
さ
ま
を
淳

善
の
地
へ
お
迎
え
（
も
て
な

す
）
し
て
歓
喜
し
て
頂
く
、

め
で
た
い
信
仰
行
事
の
一

つ
で
す
。 

            

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
に
心
得

て
お
題
目
を
唱
え
て
い
く
こ

と
に
よ
っ
て
「
現
世
安
穏 

後

生
善
処
」
は
疑
い
な
い
等
、
お

題
目
を
唱
え
る
こ
と
が
生
活

万
般
に
わ
た
る
す
べ
て
の
根

本
で
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
宗
祖
の
御
降
誕
七

九
三
年
目
の
初
春
を
迎
え
、
法

華
経
に
出
会
っ
た
「
あ
り
が
た

さ
」
を
か
み
し
め
な
が
ら
「
ど

う
か
お
釈
迦
様
の
説
か
れ
た

第
一
の
す
ぐ
れ
た
教
え
を
信

じ
習
い
き
わ
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
よ
う
に
」
と
心
か
ら
決

意
も
新
た
に
誓
い
を
た
て
精

進
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

甲
午
歳
こ
そ
は
、
宗
祖
が
法

華
題
目
抄
に
「
妙
と
は
蘇
生
の

義
な
り 

蘇
生
と
申
す
は
よ

み
が
え
る
義
な
り
」
と
ご
教
示

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
妙
」
の

一
字
に
込
め
ら
れ
た
生
命
力

に
直
接
働
き
か
け
る
魂
魄
が

こ
も
っ
た
妙
法
蓮
華
経
の
祈

り
を
行
じ
、
魂
の
入
れ
替
え
の

出
発
点
と
し
て
檀
信
徒
護
持

会
会
員
の
皆
さ
ん
は
じ
め
、
純

真
に
自
行
化
他
の
信
心
に
励

み
、
世
界
中
の
人
々
が
心
の
安

ら
ぎ
と
平
和
な
社
会
で
あ
り

ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

 

妙
と
は
蘇
生
の
義
な
り 

元旦祝祷会、御経頂戴式の様子 

御宝前にお供えされた、鏡餅と 

野菜・果物・乾物・五穀・菓子等 
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昨
年
来
、
妙
教
寺
慶
讃
記
念

事
業
の
勧
募
を
推
進
し
て
本

年
度
で
三
ヶ
年
目
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
か
ら
、
御
降
誕
八
百

年
の
聖
日
に
向
い
、
祖
恩
報
謝

の
一
端
に
擬
せ
ん
と
欲
し
、
本

年
は
慶
讃
記
念
第
二
期
事
業

の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め

に
、
一
つ
と
し
て
、
平
成
二
十

六
年
五
月
に
、
日
蓮
大
聖
人
さ

ま
の
神
（
た
ま
し
い
）
が
棲す

ま

わ
れ
る
聖
地
「
総
本
山
身
延
山

久
遠
寺
・
霊
場
七
面
山
」
等
の

緒
本
山
登
詣
団
参
を
発
願
し

て
お
り
ま
す
。 

 

宗
祖
が
、
波
木
井
殿
へ
宛
て

ら
れ
た
お
手
紙
に
、
「
墓
を
ば

身
延
山
に
立
て
さ
せ
た
ま
え 

未
来
際
ま
で
も
心
は
身
延
に

住
む
可
く
候
」
と
も
云
わ
れ
、

又
「
日
蓮
が
弟
子
檀
那
等
は
、

此
山
（
身
延
山
）
を
本
と
し
て

参
る
べ
し
、
此
即
霊
山
の
契

也
。
」
と
遺
訓
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
七
百
三
十
二
年
の
時
空

を
越
え
て
、
身
延
山
に
は
法
華

経
の
久
遠
の
光
が
輝
い
て
い

る
の
で
す
。 

私
共
は
、
大
聖
人
さ
ま
が
ご

遺
言
さ
れ
た
慈
し
み
を
受
け

て
、
総
本
山
身
延
山
へ
総
登
詣

し
て
、
宗
祖
の
み
心
に
ふ
れ
霊

山
の
契
を
結
縁
す
る
た
め
、
ま 

         

た
、
當
山
の
こ
れ
か
ら
の
御
降

誕
八
〇
〇
年
慶
讃
記
念
諸
事

業
の
達
成
と
自
己
の
信
行
の

研
鑽
成
就
を
お
願
い
す
る
た

め
に
、
本
総
代
役
員
会
や
事
業

委
員
会
に
諮
り
、
ご
相
談
申
し

上
げ
「
第
二
期
登
詣
団
参
」
を

実
施
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

尚
、
平
成
二
十
年
十
月
に
、

福
岡
県
宗
務
所
主
催
で
の
第

一
期
身
延
山
登
詣
団
参
で
「
福

岡
県
身
延
大
法
要
」
が
奉
行
さ

れ
、
お
題
目
結
縁
の
燈
の
法
会

に
参
加
し
て
以
来
五
年
ぶ
り

の
団
体
参
拝
団
で
す
の
で
、
皆 

         

                        

身
延
山
・
七
面
山
へ
登
詣 

2021年（平成 33年） 

宗祖日蓮大聖人御降誕 800年 

2028年（平成 40年） 

    妙教寺開基開創 150周年 

ご
案
内
と
ご
報
告 

日蓮宗総本山 身延山久遠寺 

（写真は本堂） 

七面山 敬慎院 
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様
方
の
多
数
の
ご
参
加
を
頂

き
ま
す
よ
う
企
画
い
た
し
御

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
詳
細
は
別
紙
報
告
御
案
内

申
し
あ
げ
ま
す
。
） 

    

旧
年
来
、
宗
祖
御
降
誕
八
〇

〇
年
慶
讃
記
念
事
業
の
各
種

事
業
の
内
、
妙
教
寺
本
院
の
修

復
事
業
が
先
立
っ
て
第
一
期

事
業
が
完
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
十
七
年
三
月
の
福
岡
西

方
沖
地
震
で
、
妙
教
寺
別
院
元

寇
園
教
会
勧
請
の
八
大
龍
王

尊
塔
や
元
寇
の
役
の
萬
霊
供

養
の
寶
塔
さ
ま
等
の
倒
壊
被

災
を
被
る
に
よ
る
、
別
院
修
復

事
業
が
八
ケ
年
間
手
つ
か
ず

の
現
況
を
杞
憂
さ
れ
る
篤
信

者
（
荒
木
家
・
髙
野
家
・
秋
吉

家
）
三
家
の
ご
信
者
の
方
々
よ 

り
、
御
降
誕
八
〇
〇
年
慶
讃
事

業
と
は
別
途
に
し
て
、
「
八
大

龍
王
尊
塔
並
に
四
尊
神
石
塔

修
復
費
・
参
百
万
円
」
「
萬
霊

供
養
の
寶
塔
修
復
費
・
弐
百
万

円
」
「
参
道
修
復
費
・
壱
百
万

円
」
「
境
内
地
並
に
森
林
伐
採

等
の
整
備
費
・
弐
百
万
円
」
等

復
興
の
た
め
に
、
昨
秋
、
特
別

修
復
基
金
八
百
万
円
余
の
ご

浄
財
喜
捨
の
ご
寄
進
を
、
元
寇

園
教
会
御
宝
前
に
賜
り
ま
し

た
こ
と
に
対
し
、
衷
心
よ
り
厚

く
御
礼
申
上
げ
こ
こ
に
御
報

告
い
た
し
ま
す
。 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

現
住 
日
薫
拝 

       

                          

                      

 

   

元
寇
園
教
会 

修
復
寄
進
の
御
礼 

修
復
を
終
え
た 

元
寇
園
教
会
の
万
霊
供
養
塔 

こ
の
度
修
復
さ
れ
る
八
大
龍
王
塔 

な
だ
ら
か
な
坂
道
に
な
っ
た
参
道 境内地内森林伐採により日当た

りのよい環境に整備されました 
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筆
頭
総
代
・慶
讃
事
業
委
員
長 

植
村 
俊
親 

      

日
頃
よ
り
護
寺
会
活
動
に

対
し
御
理
解
御
協
力
賜
り
衷

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
恒
例
行
事
の
外
、
一
昨
年
五

月
に
檀
信
徒
の
皆
様
方
へ
ご

案
内
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
宗

祖
御
降
誕
八
百
年
記
念
事
業

が
昨
年
五
月
よ
り
工
事
に
取

り
掛
か
り
、
七
月
末
ま
で
に
ほ

ぼ
第
一
期
工
事
が
終
了
致
し 

   

ま
し
た
。
事
業
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
前
回
の
妙
教
寺
だ
よ

り
三
十
五
号
に
事
業
担
当
長 

臼
井
義
光
総
代
よ
り
ご
報
告 

申
し
上
げ
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
六
月
に
は
一
昨
年
ご
遷
化

さ
れ
た
當
山
第
五
世
室 

順
教

院
日
英
法
尼
位
の
第
一
周
忌

が
営
ま
れ
ま
し
た
。 

又
、
十
月
に
は
西
筑
組
門
中

会
主
催
に
よ
る
京
都
団
参
が

行
わ
れ
、
當
山
よ
り
御
住
職
上

人
・
坊
守
様
を
は
じ
め
計
八
名

が
（
全
体
で
約
九
十
名
）
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。 

護
寺
会
で
は
本
年
も
檀
信

徒
の
皆
様
と
共
に
よ
り
良
い

妙
教
寺
の
発
展
の
為
、
役
員
一

同
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
何
卒

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

本
年
も
檀
信
徒
皆
様
方
の

御
健
勝
と
御
発
展
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

 

婦
人
会
会
長 

村
上 

英
子 

新
年
あ
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

      

昨
年
五
月
、
前
会
長 

古
賀

静
枝
様
の
後
を
受
け
、
婦
人
会

会
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
中

畑
地
区
の
村
上
英
子
と
申
し

ま
す
。
突
然
の
御
指
名
で
し
た

の
で
何
の
準
備
も
出
来
て
い

な
い
ま
ま
の
出
発
で
し
た
が
、

そ
れ
で
も
前
会
長
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
頂
き
又
、
他
の
婦
人
会

役
員
様
の
ご
協
力
も
頂
き
な

が
ら
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。 十

月
に
は
、
西
筑
組
門
中
会

主
催
に
よ
る
京
都
団
参
行
な

わ
れ
、
私
も
今
回
初
め
て
参
加

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
御
住
職

上
人
、
坊
守
様
や
婦
人
会
役
員

の
方
々
と
も
色
々
と
お
話
し

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

今
後
も
皆
様
の
お
力
を
お

借
り
し
な
が
ら
檀
信
徒
の
皆

様
と
共
に
妙
教
寺
を
盛
り
立

て
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す 

合 

掌 

 

 

信
行
会
会
長 

伊
藤 

敏
夫 

明
け
ま
し
て 

お
目
出
度
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

 
 

謹
賀
新
年 各

会

よ

り

挨

拶 
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日
頃
信
行
会
行
事
に
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

昨
年
十
二
月
二
十
二
日
に

信
行
会
主
催
に
よ
る
年
間
行

事
で
あ
る
特
別
講
演
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
の
御
講
師
は

朝
倉
市
秋
月
本
覚
寺
御
住
職

松
木
祥
憲
上
人
で
し
た
。
午
後

二
時
よ
り
三
時
ま
で
一
時
間

法
話
さ
れ
ま
し
た
。 

法
話
の
内
容
は
春
・
秋
の
観

光
シ
ー
ズ
ン
に
併
せ
て
三
十

名
程
集
ま
り
ト
イ
レ
の
清
掃

や
地
域
の
美
化
活
動
を
一
ヶ

月
間
実
施
し
終
了
後
反
省
会

を
行
っ
て
あ
る
そ
う
で
す
。 

ト
イ
レ
は
初
め
は
汚
く
汚

れ
が
取
れ
ま
せ
ん
が
、
毎
日
清

掃
す
る
と
直
ぐ
に
き
れ
い
に

な
り
皆
ん
な
に
良
い
イ
メ
ー

ジ
を
持
た
れ
自
分
の
心
も
和

ん
で
く
る
と
の
事
で
す
。 

こ
の
様
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
阪
神
大
震
災
よ
り
始

ま
り
自
分
か
ら
進
ん
で
参
加

し
て
活
動
す
る
こ
と
が
日
本

各
地
に
広
ま
り
ま
し
た
。 

特
徴
と
し
て
は
①
自
主
性
②

社
会
性
③
創
造
性
④
無
償
性

が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

即
ち
○
○
し
て
や
っ
て
る

で
は
な
く
、
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
云
う
感
謝
の
気
持

ち
を
持
つ
事
が
肝
要
で
あ
る

と
云
う
こ
と
で
す
。
こ
の
特
別

講
演
は
笑
い
と
静
け
さ
の
中

で
終
わ
り
日
常
忘
れ
か
け
て

い
る
心
と
行
動
の
大
切
さ
を

痛
感
さ
せ
ら
れ
た
次
第
で
す
。 

私
は
毎
月
の
祈
祷
祭
、
信
行

会
勉
強
会
、
施
餓
鬼
供
養
会
、

そ
し
て
年
末
の
大
掃
除
、
正
月

用
餅
つ
き
に
参
加
し
て
い
ま

す
が
、
や
や
も
す
る
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
奉
仕
の
精
神
を
忘
れ

が
ち
で
あ
り
、
今
年
の
午
年
を

契
機
に
昨
年
よ
り
少
し
で
も

実
の
あ
る
飛
躍
の
年
に
し
た

い
も
の
で
す
。 

最
後
に
檀
信
徒
の
皆
様
に

と
り
ま
し
て
良
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

合 

掌 

 

総 

代 

古
賀 

静
枝 

謹
ん
で
新
年
の 

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す 

私
事
、
御
挨
拶
が
遅
く
な
り

ま
し
た
が
昨
年
五
月
長
年
勤

め
さ
せ
て
頂
い
た
婦
人
会
会

長
の
職
を
退
任
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
檀

信
徒
の
皆
様
の
さ
さ
え
と
ご

厚
情
の
賜
物
と
心
よ
り
御
礼 

                        

 

 

              早い仕事より確かな仕事、技術と信用の 

             （有）臼 井 組 
       〒811-2108 福岡県粕屋郡宇美町ゆりが丘 4-3-9 

                                        TEL ０９２－９３２－７３９７ 

建 設 業 
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申
し
上
げ
ま
す
。 

思
い
起
こ
せ
ば
会
長
に
就 

任
し
て
ま
も
な
く
前
住
職 

當

山
第
五
世 
順
忠
院
日
貫
上
人

が
ご
遷
化
さ
れ
、
最
初
の
大
仕

事
に
な
り
ま
し
た
。
あ
の
時
は

私
の
み
な
ら
ず
檀
信
徒
の
中

に
も
不
安
な
気
持
ち
が
広
が

り
精
神
的
に
も
一
番
辛
い
時

で
し
た
。
し
か
し
一
番
つ
ら
い

の
は
奥
様
だ
と
思
い
直
し
、
坊

守
様
を
支
え
な
け
れ
ば
と
心

を
引
き
締
め
て
他
の
役
員
様

や
檀
信
徒
の
皆
様
と
共
に
日

蓮
聖
人
の
御
教
え
に
習
い
異

体
同
心
の
心
で
で
ど
う
に
か

乗
り
越
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
そ
の
後
現
在
の
御
住
職

が
御
養
子
先
の
山
鹿
の
圓
頓

寺
様
よ
り
戻
っ
て
き
て
く
だ

さ
る
こ
と
と
な
り
、
妙
教
寺
も

よ
う
や
く
落
ち
着
き
を
取
り

戻
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
一
昨
年
、
日
賢
上
人

（
第
六
世
）
、
日
貫
上
人
（
第

五
世
）
と
共
に
妙
教
寺
の
礎
を

築
い
て
こ
ら
れ
た
大
坊
守 

順

教
院
日
英
法
尼
（
花
田 

英
）

様
が
ご
遷
化
さ
れ
ま
し
た
。
私

に
と
っ
て
大
坊
守
様
は
信
仰

を
教
え
導
い
て
下
さ
る
師
僧

で
あ
り
、
何
で
も
話
せ
相
談
し

合
え
る
（
失
礼
な
言
い
方
で
す

が
）
同
志
で
し
た
。 

         

大
坊
守
様
の
信
仰
の
ご
指

導
は
大
変
的
確
な
も
の
で
、
時

に
は
厳
し
く
時
に
は
冗
談
を

交
え
て
話
さ
れ
色
々
と
助
け

て
頂
き
ま
し
た
こ
と
大
変
感

謝
致
し
て
お
り
ま
す
。 

日
貫
上
人
の
葬
儀
で
始
ま

り
、
最
後
の
お
勤
め
が
日
英
法

尼
の
お
見
送
り
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
も
私
と
妙
教
寺
の
深

い
ご
縁
（
因
縁
）
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。 

こ
れ
か
ら
は
新
し
い
婦
人

会
の
皆
様
と
共
に
陰
な
が
ら

御
住
職 

英
知
上
人
と
新
し
い

坊
守
様
を
支
え
、
妙
教
寺
と
元

寇
園
教
会
の
発
展
の
為
に
老

体
に
鞭
打
ち
お
力
に
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
又
、
自
ら
も
一

生
懸
命
お
題
目
を
唱
え
、
そ
の

お
題
目
の
輪
を
弘
め
精
進
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

檀
信
徒
の
皆
様
、
長
い
間
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今
年
も
檀
信
徒
の
皆
様
に
と

っ
て
良
い
お
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

合 

掌 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

                        

日英法尼本葬儀にて弔辞を述べる 

前婦人会会長 古賀静枝 
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昨
年
（
平
成
十
三
年
）
十
月

三
日
～
五
日
、
福
岡
県
西
筑
組

門
中
会
主
催
に
よ
る
京
都
霊

蹟
本
山
へ
の
団
参
が
計
八
十

六
名
の
参
加
に
よ
り
執
り
行

わ
れ
た
。
當
山
か
ら
住
職
上
人
、

坊
守
様
を
は
じ
め
婦
人
会
会

長 

村
上
英
子
様
合
せ
て
、
計

八
名
に
て
参
加
を
し
ま
し
た
。 

日
頃
団
参
で
は
な
か
な
か

企
画
さ
れ
な
い
京
都
諸
本
山

へ
の
参
拝
で
、
日
蓮
聖
人
御
入

滅
の
際
に
京
都
弘
通
の
命
を

受
け
ら
れ
た
孫
弟
子
に
あ
た

る
日
像
上
人
の
徳
化
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

宗
門
最
初
の
祖
蹟
大
本
山

「
本
圀
寺
」
や
日
像
上
人
の
霊

蹟
の
京
都
諸
本
山
「
立
本
寺
」 

     

を
は
じ
め
日
蓮
宗
唯
一
門
蹟

寺
院
の
村
雲
御
所
「
瑞
龍
寺
」

な
ど
信
行
の
研
鑽
成
就
と
菩

薩
道
を
求
め
る
報
恩
参
拝
が

出
来
ま
し
た
。 

ま
た
松
尾
大
社
、
映
画
村
、

琵
琶
湖
ク
ル
ー
ズ
観
光
な
ど

各
所
の
想
い
を
の
せ
、
思
い
出

の
写
真
と
共
に
振
り
返
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 

         

                        

                        

祖蹟大本山 本圀寺にて 

日蓮宗唯一門蹟寺院 

村雲御所「瑞龍寺」にて 

日像上人霊蹟 

京都・日蓮宗本山「立本寺」にて
て 

（
参
加
者
一
同
） 

新幹線車内で和やかにすごす 

参加者の皆さん 

村雲御所「瑞龍寺」で行われた法要の様子 
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今
年
の
信
行
会
主
催
、
特
別

講
演
は
秋
月
本
覚
寺
、
松
木
祥

憲
御
住
職
の
御
法
話
で
し
た
。 

        

初
め
に
、
余
談
で
最
近
、
秋

月
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
ご
自
坊

の
本
覚
寺
も
入
っ
て
お
ら
れ

て
、
観
光
に
来
た
家
族
連
れ
の

父
親
の
運
転
マ
ナ
ー
に
道
徳

心
が
な
い
こ
と
の
お
話
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
頂
い
て
い
た
資
料
は 

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
信
行
』
に 

    

つ
い
て
の
ご
説
明
で
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
ご
奉
仕
の

違
い
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
自
由
で
皆

が
幸
せ
に
な
る
様
に
、
拘
束
さ

れ
な
い
自
由
な
活
動
で
す 

奉
仕
は
、
拘
束
さ
れ
る
活
動
で

も
奉
仕
活
動
に
な
り
ま
す
。 

「
し
て
や
っ
て
い
る
」
の
で
は 

な
く
て
、
「
さ
せ
て
頂
い
て
い

る
」
の
気
持
ち
で
す
。 

資
料
の
妙
法
蓮
華
経
提
婆

達
多
品
第
十
二
の
な
か
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
持
つ
、
四
つ
が

含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
①
自
主

性 

②
社
会
性 

③
行
動
性 

④
自
分
が
行
っ
た
こ
と
で
利

益
を
求
め
な
い
。
ま
た
、
心
か

ら
感
謝
し
て
、
心
か
ら
懺
悔
を

し
て
お
祈
り
す
る
の
と
、
た
だ

お
祈
り
を
す
る
の
と
で
は
大

き
く
違
っ
て
き
ま
す
。 

私
も
家
で
は
、
お
経
を
お
唱

え
し
て
い
る
時
に
時
々
雑
念

が
入
り
、
た
だ
形
だ
け
の
お
祈

り
を
し
て
い
る
だ
け
で
気
持

ち
が
入
っ
て
い
な
い
時
が
あ

り
注
意
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
不
思
議
と
お
寺
参
り
を

す
る
と
い
つ
も
元
気
を
貰
い

有
難
く
感
謝
致
し
て
お
り
ま

す
。 

        
昨
年
十
月
、
私
は
初
め
て
お

寺
か
ら
西
筑
組
門
中
会
主
催

の
京
都
団
参
に
参
加
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
最
後
の
日
、
妙

蓮
寺
様
で
朝
の
お
参
り
を
さ

せ
て
頂
い
た
時
、
涙
が
溢
れ
て

出
て
き
ま
し
た
。
そ
の
時
は
、

雑
念
も
な
く
無
心
で
お
祈
り

が
出
来
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
お
寺
参
り

の
時
や
自
宅
で
お
勤
め
を
す

る
時
は
、
雑
念
を
捨
て
て
素
直

な
気
持
ち
で
お
参
り
を
す
る

こ
と
を
心
が
け
た
い
と
思
い

ま
す
。 

今
回
の
お
上
人
様
の
法
話

を
聞
い
て
感
じ
ら
れ
た
こ
と

は
、
お
三
宝
様
と
亡
き
ご
先
祖

様
の
給
仕
を
一
番
に
考
え
る

事
と
道
徳
心
を
持
っ
て
私
情

雑
念
を
捨
て
て
、
ご
奉
仕
を
す

る
こ
と
。
そ
う
す
れ
ば
自
分
自

身
が
変
わ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。 

悪
い
事
は
滅
罪
し
て
、
良
い

事
が
あ
る
様
に
と
滅
罪
生
善

の
信
仰
生
活
で
あ
り
た
い
で

す
。 

 
 
 
 
 
 

合 

掌 

信
行
会
主
催 

特
別
講
演
に
参
加
し
て 

信
行
会
会
員   

北
九
州
市  

藤
城 

順
子 

信行会主催特別講演に御招きした、
秋月本覚寺住職 松木祥憲上人 

西筑組京都団参に参加した筆者 

（松尾大社前にて） 
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日
蓮
聖
人
が
依
智
に
い
る

間
、
鎌
倉
で
は
火
事
や
人
殺
し

が
ひ
ん
ぱ
ん
に
起
こ
り
、
混
乱

に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は

良
寛
ら
が
謀
略
を
め
ぐ
ら
し
、

配
下
の
念
仏
者
た
ち
に
命
じ

て
行
わ
せ
た
も
の
で
し
た
。
彼

ら
は
、
日
蓮
聖
人
の
弟
子
や
信

者
が
幕
府
の
処
置
を
憎
ん
で

や
っ
た
の
だ
と
申
し
立
て
た

た
め
、
幕
府
も
放
っ
て
お
け
な

く
な
り
、
一
門
の
名
簿
を
提
出

さ
せ
、
二
百
六
十
余
人
が
捕
え

ら
れ
た
と
記
録
に
残
っ
て
い

ま
す
。 

日
朗
も
そ
の
中
の
一
人
で
、

宿
屋
光
則
邸
内
の
土
牢
に
入

れ
ら
れ
た
の
で
し
た
。
そ
れ
を

知
っ
た
日
蓮
聖
人
は
「
自
分
は

明
日
佐
渡
へ
行
く
こ
と
に
な

っ
た
。
今
夜
の
寒
さ
か
ら
し
て
、

牢
の
中
の
様
子
が
思
い
や
ら

 

土つ

ち

籠ろ

う

御
書

ご

し

ょ 
法
華
経

ほ

け

き

ょ

う

を
余
人

よ

に

ん

の
よ
み

候
そ
う
ろ
う

は
、 

口く
ち

ば
か
り
こ
と
ば
（
言
） 

ば
か
り
は
よ
め
ど
も
心

こ
こ
ろ

は
よ
ま
ず
。 

心
こ
こ
ろ

は
よ
め
ど
も
身み

に
よ
ま
ず
。 

 
 

色
心

し
き
し
ん

二
法

に

ほ

う

共と
も

に 

あ
そ
ば
せ
れ
た
る
こ
そ
貴

と
う
と

く

候
そ
う
ら
え

へ
。 

（ 

聖
寿
五
十
歳 

） 

日
蓮
大
聖
人
の
お
こ
と
ば 

⑫ 

現

代

語

訳 

法
華
経
を
ほ
か
の
人
が
読
ん
で
い

る
の
は
、
口
だ
け
で
読
ん
だ
り
、

言
葉
だ
け
を
読
ん
だ
り
は
し
て

も
、
心
に
読
ん
で
い
な
い
。
心
で

は
読
ん
で
も
身
体
で
読
ん
で
い
な

い
の
で
あ
る
。〔
そ
れ
に
対
し
て
あ

な
た
は
〕
身
体
で
も
読
み
、
心
に

も
〔
法
華
経
を
〕
読
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
。
そ
の
こ
と
こ
そ
が

貴
と
う
と

い

こ
と
な
の
で
あ
る
。 

土
牢
の
日
朗 

幕府から捕えられ土牢に入れられた 

日朗上人と日進上人 
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れ
て
不
憫
で
な
ら
な
い
…
…

牢
を
出
る
こ
と
が
許
さ
れ
た

ら
、
明
年
の
春
に
は
必
ず
お
い

で
な
さ
い
…
…
」
と
師
弟
の
情

愛
あ
ふ
れ
る
慰
め
の
書
を
送

り
ま
し
た
。
こ
れ
が
有
名
な

「
土
牢
御
書
」
で
す
。
日
朗
と
、

一
緒
に
牢
に
入
れ
ら
れ
た
日

進
は
、
恩
情
あ
ふ
れ
る
便
り
に
、

一
行
読
ん
で
は
涙
を
流
し
、
二

行
読
ん
で
は
む
せ
び
泣
く
と

い
う
状
態
で
し
た
。 

   

法
華
経
に
説
か
れ
て
い
る

忍
難

に

ん

な

ん

弘ぐ

教
き
ょ
う

の
説
を
身
を
も
っ

て
読
誦
実
践

じ

っ

せ

ん

す
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。
色
身
を
も
っ
て
法
華

経
の
文
々
句
々
を
実
践
す
る

意
味
か
ら
「
法
華
経
の
色
読
」

と
も
い
わ
れ
ま
す
。 

こ
れ
は
日
蓮
大
聖
人
の
大

慈
大
悲
の
御
修
行
で
あ
り
、
死

身
弘
法
・
不
自
惜
身
命
の
修
行

を
指
し
ま
す
が
、
地
涌
の
菩
薩

に
連
な
る
私
た
ち
弟
子
檀
那

も
ま
た
、
そ
の
自
覚
に
立
っ
て

真
剣
に
唱
題
折
伏
を
実
践
す

る
こ
と
に
よ
り
、「
身
業
読
誦
」

の
一
分
を
行
じ
さ
せ
て
頂
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
右
記

の
御
遺
文
「
土
牢
御
書
」
に
示

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
私
た
ち

は
色
身
二
法
・
身
口
意
の
三
業

に
わ
た
る
妙
法
の
真
の
実
践

者
と
な
っ
て
、
日
蓮
大
聖
人
の

御
意
に
適か

な

う
よ
う
に
精
進
し

て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。 

① 

色し

き

…
身
体
を
も
っ
て 

 

② 

読ど

く

…
実
践
す
る
こ
と 

③
死
身

し

し

ん

弘
法

ぐ

ほ

う

・
不
自
惜
身
命

ふ

じ

し

ゃ

く

し

ん

み

ょ

う

…

身
命
を
惜
し
ま
ず
、
法
を
弘

め
る
為
に
生
き
る 

④
地
涌

じ

ゆ

の
菩
薩

ぼ

さ

つ

…
釈
尊
の
滅

後
、
末
法
弘
通
の
召
命
に
応

じ
て
大
地
よ
り
涌
出
さ
れ

た
菩
薩 

⑤
折
伏

し
ゃ
く
ぶ
く

…
相
手
の
誤
り
を
許

さ
ず
、
そ
の
邪
義
を
徹
底
的

に
破
折
し
て
、
正
義
に
帰
伏

せ
し
め
る
厳
格
な
導
き
方 

各
書
参
考 

       

先
日
あ
る
お
宅
に
伺
っ
た

時
の
こ
と
で
す
。
お
茶
を
い
た

だ
き
な
が
ら
世
間
話
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
お
宅
の
県

外
に
お
ら
れ
る
お
嫁
さ
ん
の

お
母
さ
ん
が
顔
を
出
さ
れ
て

色
々
と
若
い
時
よ
り
の
苦
労

話
を
さ
れ
、
お
い
と
ま
す
る
際

に
「
お
上
人
さ
ん
、
か
み
も
、

ほ
と
け
も
あ
る
も
の
で
し
ょ

う
か
」
と
言
わ
れ
た
。 

私
は
宗
祖
ご
妙
判
の
一
節 

「
抑

そ
も
そ

も
地
獄
と
仏
と
は
い
ず
れ
の

所
に
候

そ
う
ろ
う

ぞ
と
た
ず
ね
候
へば
、
或あ

る
い

は

地
の
下
と
申
す
経
も
あ
り
、
或
は 

西
方

さ
い
ほ
う

等
と
申
す
経
も
候
。
し
か
れ

ど
も
委
細
に
た
ず
ね
候
へ
ば
、
我
等

が
五
尺
の
身
の
内
に
候
と
み
え
て

候
。
さ
も
や
お
ぼ
え
候
事
は
、
我
等

が
心
の
内
に
父
を
あ
な
づ
り
、
母
を

お
ろ
か
に
す
る
人
は
、
地
獄
其そ

の

人
の

心
の
内
に
候
。
譬た

と
え

え
ば
蓮は

す

の
た
ね
の

中
に
花
と
菓こ

の
み

と
の
み
ゆ
る
が
ご
と
し
。

仏
と
申
す
事
も
我
等
の
心
の
内
に

お
わ
し
ま
す
」（
『重
須
殿

お
も
ん
す
ど
の

女
房

に
ょ
う
ぼ
う

御ご

返
事

へ

ん

じ

』
）
を
お
話
し
し
ま
し
た
。

最
後
に
宗
門
外
の
方
で
も
一

所
懸
命
ご
本
仏
さ
ま
、
お
祖
師

さ
ま
に
、
合
掌
唱
題
を
お
勧
め

し
て
、
そ
の
お
宅
を
失
礼
し
ま

し
た
。 

日
蓮
宗
新
聞
社
「
ひ
と
口
説
法
」
よ
り 

※
参
考
資
料
と
し
て
次
ペ
ー
ジ
に

十
界
図
を
記
載
し
ま
し
た
。 

今
、
自
分
の
心
が
何
処
に
あ
る
か

見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

一
口
説
法 

か
み
も
、
ほ
と
け
も 

 

身し

ん

業ご

う

読ど

く

誦じ

ゅ

 

（
日
蓮
聖
人
御
一
代
記
画
よ
り
） 

① 

② ③ 

④ 

⑤ 
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天上界   
（一時の喜び） 

修羅界  
（争 い） 

畜生界  
（愚 痴） 

地獄界  
（いかり） 

餓鬼界   
（むさぼり） 

人間界  
（平 生） 

                        

                        

                        

                        

十 界 の 図 

六ろ

く

道ど

う

輪り

ん

廻ね

 

無
信
仰
生
活
者
の
輪
廻

り

ん

ね

す
る
世
界 

完全なる自覚人格の完成 

即身成仏した人の世界 

自分の智慧をみがき、自分の徳を 

やしなう修行を続ける人の世界 

縁に依って覚り、世間の悪い生活に 

執着せず、毎日の生活が意義ある生 

活とする人の世界 

仏様の教えを聞いて自分の生活を進

めて行かねばと考える人の世界 

彼ひ

岸が

ん

 

法
華
経
を
信
仰
す
る
者
の
世
界 

 

因縁を切る 出 離 

てんじょうかい 

しゅらかい 

ちくしょうかい 

じごくかい 

がきかい 

にんげんかい 

ぶっ かい 

ぼさつかい 

えんがくかい 

しょうもんかい 

じゅっ    かい 
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本
年
五
月
に
計
画
予
定
し
て

お
り
ま
す
、
身
延
山
久
遠
寺
並

び
に
七
面
山
登
詣
の
前
知
識
と

い
た
し
ま
し
て
、
七
面
山
に
つ

い
て
簡
単
で
す
が
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。 

              

                        

                        

                        

七
面
山
に
お
参
り
し
よ
う 

(有)広栄堂龍仏具店 
      

          福岡県大野城市錦町 2-2-3 

      092-582-7676 

 
定休日/毎月 ５・15日 

各種仏壇・仏具お取り寄せ

出来ます。ご気軽にご来店

下さい。 

TEL 
FAX 

七

面

山

登

詣

マ

ッ

プ 

身延山久遠寺と七面山との位置関係 

白糸の滝とお萬の方像 

 七面山はもともと女人禁制でしたが、徳川家康の

側室であるお萬の方が、この白糸の滝にうたれて祈

念をこらし、衆僧の阻止をふりきって登詣をはたし女

人にもその道を開きました。それ以来、女人禁制がと

かれたのと、七面大明神の威光や霊験がますます

広く響くようになったので登詣者が増加し、この法勲

を永くたたえるために銅像がたてられました。 

 白糸の滝とお萬様の像 

（身延山久遠寺ホームページより抜粋） 
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 檀信徒様のお買い上げは、当店に限り 10％

引きとさせていただきますので、ご気軽に

ご来店下さいませ。お待ちしております。 

名菓ひよ子 イオン大野城店 
大野城市錦町 4 丁目 1-1  

イオン大野城 1 階 

０９２－５９２－２１２６ 

 

 

 

地
方
発
送
承
り
ま
す

ＴＥ Ｌ  
Ｆ ＡＸ  

マロンクリーム   チーズクリーム   あずきクリーム 

ひ
よ
子
の 

ふ
わ
ぴ
よ
ポ
ピ
ー 

１個：137 円  6 個入：945 円  9 個入 1.418 円 

七面山敬慎院・50丁目 
 御来光遥拝所から随身門をくぐって石段を下ると

真正面にあります。身延山久遠寺に属し、法主に任

命された「別当」が運営しています。敬慎院の伽藍は

七面大明神をまつる七面山本社を中心に、池大神

宮、願満社、参籠殿からなっています。 

 その中心となるのは七面山本社で、東向きに富士

山に向かって建てられており、七面造りといわれる

独特の様式です。静まりかえる一の池を背にしてた

てられているこの本殿は、周囲を圧するような荘重

な景観をみせています。 

 

一の池 
 本社正面右側に続く回廊をくぐりますと、高山には

珍しい大きな池が見渡せます。その昔、日朗上人が

登山してきてこの池のほとりに立ったところ、池に七

面大明神が竜の姿で現れたと伝えられています。 

 いまでもある日突然に不思議な波紋が現れること

があると言われています。一の池は七面山信仰に

かかわる存在で、池そのものが信仰の対象となって

います。池は一年中かれることのない神秘的な水を

たたえ、四季折々に幽玄なたたずまいをみせていま

す 

 

七面山敬慎院 

一の池 
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民間車検工場 
井上自動車株式会社 
福岡市博多区麦野 1-1-38 
TEL：092-581-4607 

         FAX：092-581-4796 

都
市
高
速 

筑紫通り 

麦野交差点 

県道 112 号 

ｳｴｽﾄ 

筑紫通り入口 

行
事
ス
ナ
ッ
プ
あ
れ
こ
れ 

7/28 盆前大掃除 約 50 名の檀
信徒の方々の参加を頂き諸精霊
の送り迎えの準備ができました 

10/3～10/5 西筑組門中会主催京都団参 

當山よりご住職をはじめ 8 名が参加し 

大本山本圀寺をはじめ霊蹟などを参拝し 

ました 

10/14 お会式花作り 

婦人会役員ほか有志の方々より、 

お会式の桜花を作って頂きま 

した 

 

12/4 元寇園教会芋ほり会 

夏の猛暑により、苗の生育が悪く
収穫が激少でした 

12/27 正月お供え用餅つき 

早朝より各役員の方々のお手伝い
を頂き約 85キロのお餅を搗きまし
た 

12/22 年末総供養並びに信行会
主催特別講演 今回は、秋月本覚
寺住職 松木祥憲上人を講師に迎
えました 

12/15 年末大掃除 

沢山のご奉仕を頂き、本堂並びに
境内が綺麗になりました。 

ありがとうございました 
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◎
１
月
19
日
（第
３
日
曜
） 

 
 
 

午
前
10
時
よ
り 

・婦
人
会
主
催
寒
修
行 

◎
２
月
２
日
（第
１
日
曜
） 

 
 

 

午
前
10
時
よ
り 

・月
祈
祷
祭
、
節
分
追
儺
会 

◎
２
月
23
日
（第
４
日
曜
） 

 
 

 

午
後
１
時
よ
り 

・月
施
餓
鬼
供
養
会 

◎
３
月
２
日
（第
１
日
曜
） 

午
前
10
時
よ
り 

・月
祈
祷
祭 

 

◎
３
月
18
日
（
火
）
～
24
日
（
月
） 

 
 

 

早
朝
よ
り 

・春
季
彼
岸
棚
経
廻
り 

◎
３
月
30
日
（第
５
日
曜
） 

 
 

 

午
後
１
時
よ
り 

・春
季
彼
岸
施
餓
鬼
供
養
会 

◎
４
月
６
日
（第
１
日
曜
） 

午
前
10
時
よ
り 

・月
祈
祷
祭 

 

◎
４
月
13
日
（第
２
日
曜
） 

午
後
１
時
よ
り 

・花
ま
つ
り 

釈
尊
降
誕
会 

・月
施
餓
鬼
供
養
会 

 

   

◎
５
月
４
日
（第
１
日
曜
） 

午
前
10
時
よ
り
・月
祈
祷
祭 

 

◎
５
月
25
日
（第
４
日
曜
） 

午
後
１
時
よ
り 

・月
施
餓
鬼
供
養
会 

・各
家
勧
請
守
護
神
祭 

・平
成
26
年
檀
信
徒
総
会 

 

◎
６
月
１
日
（第
１
日
曜
） 

午
前
10
時
よ
り
・月
祈
祷
祭 

 
◎
６
月
15
日
（第
３
日
曜
） 

午
後
１
時
よ
り
（未
定
） 

・月
施
餓
鬼
供
養
会 

・順
教
院
日
英
法
尼 

第
三
回
忌
法
要 

◎
７
月
６
日
（第
１
日
曜
） 

午
前
10
時
よ
り
・月
祈
祷
祭 

 

◎
７
月
20
日
（第
３
日
曜
） 

午
後
１
時
よ
り 

・土
用
丑
秘
法
ほ
う
ろ
く
灸 

祈
祷
会 

・月
施
餓
鬼
供
養
会 

◎
７
月
27
日
（第
４
日
曜
） 

午
前
９
時
よ
り 

・盆
前
大
掃
除 

 

◎
８
月
３
日
（第
一
日
曜
） 

午
前
10
時
よ
り
・月
祈
祷
祭 

 

午
後
12
時
よ
り 

・三
沢
清
正
公
堂
大
掃
除 

◎
８
月
７
日
（木
）～
15
日
（金
） 

早
朝
よ
り 

・盂
蘭
盆
棚
経
廻
り 

◎
８
月
17
日
（第
３
日
曜
） 

午
後
１
時
よ
り 

・盂
蘭
盆
施
餓
鬼
供
養
会 

             

                        

平
成
26
年
行
事
予
定
（１
月
～
８
月
） 

発 

行 

所 
 
 

非 

売 

品 

大
野
城
市
錦
町
二
丁
目
一
番
二
七
号 

春
日
山 

 

妙 

教 

寺 

〇
九
二
（
五
八
一
）
一
二
六
六 

≪御霊屋・納骨堂 加入者募集≫ 
○近代的格調高い 

○耐久性にすぐれる 

○御先祖様をおまつりするのに 

相応しい荘厳な佇まい 

 
※一時払い不可能な方は、分割払い制度をご利用下さい。 
※詳しくは、お寺又は護持会事務局までお問い合わせ下さい。 

春日山 妙教寺 ０９２－５８１－１２６６ 

 
※
行
事
予
定
日
・
時
間
は
、
変
更
さ

せ
て
頂
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
発
送
し
ま
す
案
内
で

ご
確
認
下
さ
い
。 

◎
毎
月 

第
１
日
曜
日
は 

・信
行
会 

（
12
時
よ
り
） 

（８
月
・
12
月
・１
月
は 

諸
行
事
の
為
休
み
ま
す
） 

 

・
12
月
の
信
行
会
は
特
別 

講
演
と
な
り
ま
す 

 
・三
沢
清
正
公
堂
お
参
り 

 
 

 
 

 
 

 
   

（午
後
よ
り
） 


